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(Farber DL, et al. 2014)，高齢者に対する免疫チェックポイント阻害薬の効果が若年者と異
なる可能性を示唆する基礎データもある． 




 横浜市立市民病院で 2011年 1月から 2018年 3月までに非小細胞肺癌と診断された 70歳以上
の症例を対象とした．免疫チェックポイント阻害薬は抗 PD-1 抗体を使用した症例を対象とし，
使用した群（Immune checkpoint inhibitors; ICIs group）と殺細胞性抗がん剤のみで治療し
た症例群（No ICIs group）の 2つのグループに分け，これらグループにおける予後と，ICIs group
での毒性を検討した．生存に関してはカプランマイヤー曲線で算出し，予後因子の検討には多
変量解析を用い，p<0.05を有意とみなした． 


















図 1 対象症例のフローチャート 
 
3. 結果 
 2011 年 1 月から 2018 年 3 月までに非小細胞肺癌と診断された 70 歳以上の 364 症例の中で，
今回の検討の対象症例は 66症例であった．ICIs groupが 31例, No ICIs groupが 35例であり，
ICIs group で使用された薬剤は二ボルマブ治療 23 例，ペンブロリズマブ治療 8 例であった．
No ICIs groupではドセタキセルで治療された例が最も多かった．ICIs group と No ICIs group
の症例背景においては, 性別・年齢・組織型・喫煙歴・病期や EGFRTKI 前治療歴の有無には差
を認めなかったものの，PS不良例がICIs groupで有意に多かった．生存期間中央値はICIs group
は 9.6 ヵ月，No ICIs group は 8.9 ヵ月(p=0.69)であり差を認めなかった．ただ扁平上皮癌に
おける生存期間中央値は ICIs groupが 9.1ヵ月，No ICIs groupが 4.7ヵ月（p=0.0193）であ
り，ICIs group で有意な生存期間の延長を認めた．また，高齢者の進行非小細胞肺癌症例にお
ける予後因子を解析するため，多変量解析を行ったところ，PSが良好であること(hazard ratio 
[HR]: 0.269, p = 0.0004)，組織型が腺癌であること(HR: 0.410, p = 0.0192)と同様に，抗
PD-1 抗体の使用歴があること(HR: 0.445, p = 0.0193)が予後良好な因子となりうることが明
らかとなった． 
 ICIs groupにおいて，Grade3の有害事象を 6例（19％）で認めた．その内訳は皮膚炎 2例









我々の検討では，扁平上皮癌の症例で，No ICIs groupに比べて ICIs groupのほうが，有意
に生存期間を延長していた（生存期間中央値 9.1ヵ月 vs 4.7ヵ月、p=0.0193）．前治療歴のあ
る扁平上皮癌を対象に，二ボルマブとドセタキセルを比較した第 3相試験である CHECKMATE017
（Brahmer J, et al. 2015）では，生存期間中央値は二ボルマブ群 9.2ヵ月に対し，ドセタキ
セル群 6.0 ヵ月と有意に生存期間延長を認めた結果であったが，この二ボルマブ群の生存期間
と匹敵する生存期間中央値を我々の高齢者の検討でも示している．扁平上皮癌におけるニボル
マブ単剤の単アームの試験である CHECKMATE171 においても，70 歳以上のサブグループ解析に
おいて，生存期間中央値 11.2か月，6ヵ月時点での生存割合 66％を示している（Felip E，et 
al．2020）これら結果から，扁平上皮癌においては 70 歳以上であっても抗 PD-1 抗体の効果が
期待しうると言える．  
 全体の解析では，ICIs group と No ICIs group においては，生存期間に差を認めなかった．
この結果に影響を及ぼした一因として，ICIs group で PS 不良例が有意に多かった（ECOG 






 これまでの報告では，抗 PD-1 抗体における Grade3-4 の有害事象は約 7-10%と言われている
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